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人工知能研究は情報学に軸足を置きながらも、その発足当時より、人文社会科学をはじ

めとした他領域とのコラボレーションによって発展してきました。そうしたコラボレーシ

ョンは、第 1 次人工知能ブームから現在に至るまで、様々な形態・ネットワークで、時に
拡大・縮小を繰り返しながら展開してきました。 

2016年現在、第 3次人工知能ブームとも言うべき状況にあります。こうした状況下にお
いて、人工知能研究者やそれに関連する仕事をしている人びとは、産業への応用可能性を

基軸とした民間・政府資金の集中投下といった政策的展開や、それに伴う組織の拡大・再

編成、そして多様な研究・応用ネットワークの形成など、目まぐるしい状況変化の只中に

身を置いていると言えます。そのようななかで、どのような針路をとっていくべきなのか、

問題として経験されることは何か、それはどのように解決すべきなのかといったことを考

えることは非常に重要です。 
他方で、第 3次人工知能ブームと先に述べたように、すでに私たちの社会は第 1次・第 2

次ブームを経験しています。つまり、すでに来た道であるならば、そこから学び、現状に

対してそれを活かしていくこと――まさに温故知新――もまた必要なのではないでしょう

か。私たち AIRは、こうした問題意識のもと、2016年現在も現役で活躍している方が多い
第 2次人工知能ブームに身を置いていた先人たちへのインタビューを企画しました。 
こうした取り組みは、期せずして異分野協働体制となった AIR のメンバー間の相互理

解・共通言語構築への一助になることも企図しています。また、インタビューを通して、

人工知能をめぐる科学技術史や学際的連携の在り方についての研究などの発展的展開も将

来展望として考えています。 
一方、先人たちの経験や教えを私たち AIRのみで共有するのではなく、現在第 3次人工

知能ブームと言われるなかで一般に広くそれを公開することは社会的意義があると考えま

す。そこで、インタビューの書き起こしデータを公開する運びとなりました。これが広く

読まれ、今後の人工知能研究あるいはそれに関連するさまざまな取り組みを進める際の一

助となれば幸いです。なお、本インタビューは、研究用途に限り（要出典明記）使用を認

めます。 
 
2016年 4月 
Acceptable Intelligence with Responsibility (AIR)研究グループ 


